
「福井県こども・子育て応援計画」の策定について

子育ての幸せや楽しさが実感できる社会の実現に向け、子育て当事者に加えて、

新たにこども・若者からの意見等も踏まえ、「福井県こども・子育て応援計画」を策定

１ 概 要

２ 位置づけ

・こども基本法に基づく都道府県こども計画であり、以下の計画も兼ねる
・子ども・若者育成支援推進法に基づく都道府県子ども・若者計画（子供・若者の健全育成、成長応援 等）

・子ども・子育て支援法に基づく都道府県子ども・子育て支援事業支援計画（教育・保育給付、支援体制整備 等）

・次世代育成支援対策推進法に基づく都道府県行動計画（結婚支援、仕事と子育ての両立 等）

・成育医療等基本法に基づく成育医療等に関する計画（母子保健、医療・保健・教育・福祉等の連携体制 等）

・こどもの貧困解消法に基づく都道府県計画（修学支援、生活支援、支援体制整備 等）

・福井県長期ビジョンの分野別計画

４ 現状と主な課題

５ 策定コンセプト〔新たな観点〕

“こども・若者に寄り添う視点”で「ふく育県」をリデザイン

【リデザインの視点】 ■あらゆる環境に置かれた当事者が利用／参画できる仕組みになっているか 〔包括目線〕

■利用者にとって分かりやすく利用しやすい制度になっているか 〔利用者目線〕

■将来の当事者にも訴求できる内容になっているか 〔将来目線〕

６ 目指す姿の方向性

（２）子育てやこどもをもつことに関して希望するライフコースを歩めていない人がいる。

（３）本県がこれまでに進めてきた子育て施策に対して評価していない／無関心層が

約３割。また、施策そのものの認知度が高くない。

（１）家庭における支え合いの力が低下してきている。

【策定プロセス】 県民約 12,000 人（うち約６割がこども・若者）に意見聴取

聴 取 手 法 聴 取 人 数

こども・若者、子育て世帯、未婚者へのニーズ調査 2,008人

子育て世帯、未婚者への子育て意識調査 1,606人

小中高生・若者へのWebアンケート 4,952人

小中学生とその親への子どもの生活状況実態調査 3,435人

多様な立場や環境の子育て世帯等との意見交換 72人

様々な環境のこども・若者とのワークショップ 294人

こども・子育て応援会議（分科会含む） 26人

・20～40代の理想のこどもの数 2人：47％、 3人：37％ （R5子育て意識調査の結果）

・合計特殊出生率 R1：1.56 → R5：1.46

（子育てにあたっての負担・不安に思うこと）

①仕事と子育ての両立：41.0% ②身体の負担：39.8%

③自由時間がない：37.0% ④経済的な負担：34.9%
（R6こども・子育て調査の結果）

（子育てへのイメージ）

・子育てのイメージは「楽しみや喜び」 全体：44.2％、18～20歳代：34.7％

「義務や責任」 全体：27.6％、18～20歳代：31.0％

（R5県民アンケートの結果）

・20代30代の若者の69.4%は結婚意欲があるが、

67.6%は交際相手がいない／28.5%は交際経験がない （R6こども・子育て調査の結果）

・3世代同居率が年々低下 H22：17.6％ → R2：11.5% （国勢調査）

・Ⅰターン世帯含めた核家族世帯が増加 R1：51.4％ → R6：56.3%
（R1結婚・子育てニーズ調査／R6こども・子育て調査 の結果）

・高齢者有業率の上昇 H29：27.8％ → R4：30.9％（総務省「就業構造基本調査」）

・本県の子育て施策を評価していない・どちらでもない：27.2％（R5県民アンケートの結果）

・本県の独自施策14のうち、県民の半数以上が認知していた施策は3つのみ

（R5子育て意識調査の結果）

３ これまでの取り組み

家庭や地域のつながりを大切にする福井らしい地域基盤をベースに、預かり施設な

どの充実、保育料・高校授業料無償化等の拡充をはじめとする本県独自かつ全国

トップクラスの子育て施策の展開により、子育て環境の充実化が進んでいる。

・待機児童ゼロの継続 ・男性育休取得率の向上（R5:31.4％）

私にはお父さんがいない。
お母さんが一人で家のこと
をやっていて大変・・・

《課題を踏まえた検討の観点》 《目指す姿の方向性》《こども・若者の主な意見》

○様々な家庭環境に応じたサ

ポートや情報発信の充実によ

り、必要な支援が確実に届く

体制づくりが必要 障がいについて
もっと学びたい！

○若い世代が将来に夢を見いだ

し、多様な一人ひとりの結婚

や出産・子育ての希望が叶

う社会環境づくりが必要

一人ひとりに寄り添い、

誰も取り残されない

安心感のある社会

一人ひとりの夢が叶い、

幸せを実感できる希望

をもてる社会

子育ての“よろこび”が

育まれ、広がり、共感

し合う社会

交際相手はほしいけど活動
方法が分からない・・・

こどもが自らの可能性を発
見できる活動の場を応援し
てほしい！

誰かの居場所を増やす
活動をしたい！

たくさんのすてきな子育て
イベントがあるけどどれも
単発でもったいない・・・

乳幼児との触れ合いな
どの機会がもっとある
と良い！

○こどもをもつことや福井で子育て

することの前向きなイメージを、

将来に向けて社会全体で共有

できる仕組みづくりが必要
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「福井県こども・子育て応援計画」 骨子案 （概要）

３ 基本理念

こども・子育ての“よろこび”を

次世代につなぐ「ふく育県」へ

４ 政策モデルと最重点プロジェクト

Ⅰ ふく育安心モデル

一人ひとりに寄り添い、誰も取り残されない社会

【最重点プロジェクト】

■ こどもの安全・安心を確保

○ひとり親や多胎児、医療的ケアなど様々な家
庭環境におかれたこども・若者に寄り添った
支援

○安心できる多様な居場所づくりへの支援

■ 安心の子育て環境を確保

○保育人材確保と教育・保育の質の向上

○様々な子育て世帯をサポートする「ふく育
さん」・「ふく育タクシー」の利用支援や
「すみずみ子育てサポート事業」の充実

○産後訪問やこども食堂を介した見守り活動な
ど、アウトリーチ型支援の実施

〇必要な情報を適切なタイミングで届ける仕組
みづくり

Ⅱ ふく育希望モデル

一人ひとりの夢や希望が叶い、幸せを実感できる社会

【最重点プロジェクト】

■ こども・若者の夢や希望を応援

○若者の恋愛機運の醸成・出会いの機会の拡
充

○こども・若者や子育て世代への伴走的な支
援に取り組む団体への応援

■ こども・子育ての幸せ実感を実現

○プレコンセプションケアからスタートする
「ゆりかごから巣立ちまで」の切れ目ない
支援の推進

Ⅲ ふく育共感モデル

子育ての“よろこび”が育まれ、広がっていく社会

【最重点プロジェクト】

■ 社会全体でこども・子育てを応援

○市民主体のこども・子育て応援イベントの
つなぎや情報発信の応援

○時短勤務や男性育休など多様な働き方の拡
大により、誰もが仕事と家庭を両立できる
社会の実現

○こども・若者目線での政策形成機運の醸成

■ 子育てのワクワク感を増大

○こどもたちがいつでも楽しめる全天候型遊
び場を全市町で整備

○福井県児童科学館の「ふく育県」シンボル
としてのあり方を検討

子育ての幸せや楽しさが実感できる社会の実現に向け、全てのこども・若者の社会参画

や権利擁護を図りながら、子育て当事者も含めて一人ひとりの多様な夢や希望を社会全

体で応援する風土を醸成し、支援団体や関係機関、市町等と協働して、こども・子育て施

策を総合的に推進する。

１ 趣 旨

２ 計画期間 令和７年度から令和１１年度 （５年間）

一 人 ひ と り の 安 心 と 希 望 を 追 求 し 、 共 感 を 拡 げ て い く ＼ ３ つ の 「 ふく育モデル」 ／

【ふく育モデルの体系】



〔参考〕 「福井県こども・子育て応援計画」（R7～R11）骨子案

子育ての幸せや楽しさが実感できる社会の実現に向け、全てのこども・若者の社会参画や権利
擁護を図りながら、子育て当事者も含めて一人ひとりの多様な夢や希望を社会全体で応援する風
土を醸成し、支援団体や関係機関、市町等と協働して、こども・子育て施策を総合的に推進する。

１ 趣 旨

３ 目指す姿と施策の方向性 ●重点的に取組む施策 ○主に取組む施策 ★こどもの意見反映

あらゆる環境におかれたこどもや若者が取り残されないきめ細かな支援を実施し、分野を超えて

互いを理解、尊重し合う社会を目指す

Ⅲ 子育ての“よろこび“が育まれ、さらに広がっていく「ふく育共感モデル」の実現

子育てを応援する福井への愛着が地域全体に浸透し、こどもをもつことや子育てのよろこびが大

きく育まれ、共感し合う社会を目指す

２ 基本理念

こども・子育ての“よろこび”を次世代につなぐ「ふく育県」へ

家庭や地域のつながりを大切にする福井らしい子育て環境を基盤とし、こども・若者や子育て
世代一人ひとりの多様な夢や希望が叶う社会の実現を図ることにより、社会全体でこどもの
“よろこび”･子育ての“よろこび”を分かち合い、次世代につないでいく「ふく育県」を目指す

Ⅱ 一人ひとりの夢や希望が叶い、幸せを実感できる「ふく育希望モデル」の実現

一人ひとりの夢や希望を応援する風土を醸成し、こどもをもつことや子育ての幸せを実感できる社

会を目指す

Ⅰ 一人ひとりに寄り添い、誰も取り残されない「ふく育安心モデル」の実現

Ⅲ－１ 社会全体でこども・子育てを応援

【シームレスなこども・子育て応援社会づくり】
★○地域の様々な主体が参加する見守りネットワークの構築

○民生・児童委員やアクティブシニア層、外国人県民など地域の担い手による活動支援

★●男性育休が当たり前となり、誰もが仕事と家庭を両立できる社会づくり

★●時短勤務やテレワークなど、多様な働き方を実践する社員ファースト企業の拡大

○企業等と行政が連携し、社会全体で子育て世帯を応援する環境づくり

●「こども・若者政策マインド」(仮称)を策定し、こども・若者目線での政策立案・実行を強化 など

Ⅲ－２ 子育てのワクワク感を増大

【家族で子育てを楽しむ風土づくり】

★●天候にかかわらずこどもたちがいつでも楽しめる全天候型遊び場整備の推進

★○夫婦や家族で家事・育児を楽しむ「共家事」の普及拡大

★○親子のふれあいや親学びを通して家庭の教育力向上を支援 など

【子育てへのポジティブなイメージづくり】

●こども・子育てへの前向きなイメージを醸成するポジティブキャンペーンの展開

★●市民主体の“ふく育”イベントをつなぐ情報発信の応援

★●福井県児童科学館の「ふく育県」シンボルとしてのあり方を検討

★●小・中・高校生を対象に乳幼児と触れ合う機会を創出 など

Ⅱ－１ こども・若者の夢や希望を応援

【人生の希望を叶える社会づくり】

★●自分の将来や生き方を考える機会を広く提供する「ライフデザイン教育」の推進

★○地域の特性を活かした体験学習や職業教育の充実

★●こども・若者が将来への夢や希望を見いだす活動を応援

○自己の適正と能力に応じた職業能力開発の機会確保と就労支援

★●若者の恋愛機運の醸成・出会いの機会の拡充 など

Ⅱ－２ こども・子育ての幸せ実感を実現

【「ゆりかごから巣立ちまで」切れ目のない支援の実現】
●プレコンセプションケア（若い世代が将来を考え日々の生活や健康に向き合うこと）の実施

●日本一の不妊治療支援、市町や関係機関と連携した産後ケアの充実

★○保育料無償化や高校・大学の授業料支援等による日本一の“複育”応援 など

Ⅰ－１ こどもの安全・安心を確保

【こども・若者主体の社会づくり】
○こどもの教育・養育の現場におけるこどもの権利等に関する理解促進と意見聴取の推進

●誰一人取り残されず、個性が尊重される学びの推進

★○こどもの安全安心のための見守り活動の推進 など

【一人ひとりの環境に寄り添った支援の充実】
★●養育に困難を抱える家庭に対する支援（訪問支援、通所支援、短期入所等）の充実

★●ヤングケアラーや生きづらさを抱えたときに集える相談・居場所拠点の確保

○生活困窮世帯やひとり親家庭児童への学習・生活支援の充実

★○親を頼れないこどもたちの家庭的で安定した生活環境の場の確保

★●入所児童の退所後を見据えた自立支援と退所後も支え合えるネットワークの構築

★○青少年の非行防止活動と有害環境対策などによる健全育成の推進 など

【こどもを支える体制の強化と分野を超えた連携】
★●家庭でも学校でもない安心できる多様な居場所づくりへの支援

●ひとり親、多胎児、発達障がいや医療的ケアなど様々な家庭環境に応じた支援の充実

●児童相談所、市町、施設等こどもに関わる支援者の研修・交流拠点の設置

★○介護、障がい、子育て、生活困窮などの支援機関が連携した協働支援体制の構築

○外国にルーツを持つ児童生徒等に対する生活支援や相談体制の強化 など

Ⅰ－２ 安心の子育て環境を確保

【子育てのサポート体制を充実】
●様々な子育てのニーズをサポートする「ふく育さん」・「ふく育タクシー」の利用支援

●一時預かりや子育て世帯の家事支援を行う「すみずみ子育てサポート事業」の充実

★○「放課後児童クラブ」の人材確保や事業運営を支援し、安心・安全な活動環境を実現

●母子保健・児童福祉の一体的相談支援を担う「こども家庭センター」の活用

○こども食堂等と連携したアウトリーチ型の見守り体制の構築

●待機児童ゼロを維持するための保育人材確保と教育・保育の質の向上

○就労要件を問わず柔軟に利用できる新たな通園制度の実施

●こどもの豊かな育ちを支える保育者の仕事魅力発信 など

【当事者に確実に届く情報発信】
●子育て支援策や母子保健等に関する情報の集約・発信アプリなど子育て支援ＤＸの推進

★●施策の利用シーンなどを分かりやすく伝える当事者目線での広報展開 など
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